
運輸交通部会長報告

会議名 秋田県建設部と運輸交通部会との意見交換会

日 時 2025年9月1日（月）16：00～17：15

場 所 秋田商工会議所 7階 ホール80

出席者 ◆秋田県建設部 小野部長、菊地次長、

石川道路課長、千葉港湾空港課長

◆辻会頭、佐藤副会頭、水澤専務理事、

正副部会長・部会員12名

内 容 （１）懇談

テーマ「地域活性化に向けた交通インフラについて」

講演者 秋田県建設部 部長 小野 潔 氏

秋田県建設部 次長 菊地 弘之 氏

（２）意見交換

テーマ「地域活性化に向けた施策展開について」
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【開催模様】



・県建設部の公共事業予算については、令和７年度の実質予算（令和
６年度補正+令和７年度）は、約８８０.２億円と前年同程度（令和
６年度：８７９.６億円）となっているが、国直轄負担金の割合が前
年比１１８.４％となっているため、県単独事業の割合が対前年比
９１.８％と減少している。

・県の財政中期見通しにおける実質公債費について、何も対策を取ら
なければ金利上昇により元利償還金が増加していく影響で令和１３
年度には起債許可団体となる見込みであることから、これを回避す
べく投機的経費の圧縮などにより、公共事業は実質負担を毎年５％
圧縮することが求められている状況。

・県内高速道路の供用率は約９２％となっており、今年度中に「能代
地区線形改良(２km)」「二ツ井今泉道路」の(仮)小繋～(仮)今泉の
区間、遊佐象潟道路の(仮)小砂川～象潟間、「横堀道路」の雄勝こ
まち～(仮)下院内区間が開通予定となっている。

・秋田港アクセス道の用地取得は１００％完了。今年度は用地先行
取得の基金償還、支障物件移設、橋梁工、改良工を実施している。

⼩野部⻑ 懇談内容 概要
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・台湾チャーター便は、令和８年３月２６日まで延長されている。

・秋田港については、今年度基地港湾賃貸借契約を締結するなど、取

り組みを進めている。能代港は昨年度地耐力強化岸壁としての整備

を完了した一方で三菱商事の洋上風力発電事業からの撤退もあった。

地耐力強化岸壁は国のプロジェクトとして直轄で整備されたもので

あり、事業の再公募も速やかに検討すると発信されているので、能

代港の使い方についても国と連絡調整を図りながら進めていきたい。

・着床式に限らず浮体式においても実証事業が円滑に進むように産業

労働部と連携しながら取り組んでいきたい。

・港湾脱炭素化推進計画については、現在国で内容確認を行っている。

今後、港湾脱炭素化推進協議会や県民の意見を聴取しながら内容を

確定させていきたい。

菊地次⻑ 懇談内容 概要
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１．新国道・野村交差点の渋滞緩和について

・令和７年度に右折レーン延伸のための交差点改良工事を実施し、７
月１１日に完成している。

・セブンイレブン前交差点の右折レーン（１台分程度）については、
警察協議により設置が必要と判断されたものである。交差点の形状
が変わっているため、利用形態を把握しつつ、警察と共に状況把握
に努めていく。
⇒土崎方面から野村交差点を通過した直後のセブンイレブン前の交
差点の右折レーンは必要なのか疑問。（部会員）

⇒現状右折レーンは1台分程度である。右折レーン廃止は今後の状
況を確認しながら警察と継続して対応していきたい。（県）

２．秋田空港立体駐車場の改修工事について
・現在、１階、２階を閉鎖し暫定補修工事として天井にグラスウール

を貼り付ける工事を実施しており、２階は８月７日に完了、１階は
９月１２日までに完了予定。

・今後の予定は、工事に複数年要することから、暫定補修工事の経過
観察を行いながら施工計画等を検討中。

2024年10月11⽇開催の意⾒交換会以降に部会で出された意⾒項目の進捗・検討状況
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３．秋田港アクセス道路の整備について
・今年度は新城川や国道7号、JRを跨ぐ連続高架橋や各橋梁の下部工、
飯島地区の大規模な切土工事などを実施している。

・開通により新設される各交差点については、利用者側の意見もしっ
かり聞いたうえで交差点形状・信号等を所管する警察と協議し、必
要な安全対策を講じていく。

４.クルーズ船受入環境整備に向けた港湾施設の早期整備
・セリオン前の岸壁改修工事は今年度は鋼管杭の打設、鋼矢板の製作
を実施しており、早期完成に向け取り組んでいく。

・陸上電力供給体制については、カーボンニュートラルポートを目指
す取り組みの一環として有効なものであると認識しており、将来の
エネルギー需要の動向や港湾利用ニーズの把握に努め、関係者間で
の調整を図りながら検討していく。

５．秋田港周辺の安全対策の強化
・令和６年度に一部区間の舗装工が完成したラウンドアバウト関連事

業(県産業労働部産業集積課所管)については、令和７年に支障物件
(秋田製錬の排水路)の補償内容を検討し、令和８年度以降に団地内
道路の舗装工を予定している。

2025年度秋田県知事への要望予定の内容に対する検討・進捗状況


